
ラファエル・ド・ヴァランタンの病

宇　多　直　久

『あら皮』の誕生については二つの資料がある。まず『ラ・カリカチュール』1830年12月9日

号掲載の五6s五勿ηゴθs名o〃zαη吻π6sが「LαP勿〃4661㎎7勿という私の有名な幻想的コント」に

触れる。内容は分からない。それは，サミュエル＝アンリ・ベルトゥーが後に（1868年）伝える

ことになる，ジラルダン邸で朗読されたというある自由思想家の話と同じかもしれない。それか

ら『ラ・カリカチュール』は翌12月16日号でL6Z）〃ηゴ〃N勿o♂60ηを発表する。この「クロッキ

一」は外見上「幻想的コント」ではない。だがこれが発展させられて，『あら皮』第1部の冒頭部

になる1）。「コント」と「クロッキー」，幻想と現実，両者が接触した時，「バルザックの想像力は

爆発した」とピエール・バルベリスは言っている2）。

30歳のバルザックがHenri　B＿の筆名で書いた25歳の自殺志願者の行動にはまだ動機が明示さ

れていなかった。「多くの裏切られた努力，多くの欺かれた希望3）」と言われただけである。青年

が賭博場へ持ってきた最後の金貨は何を象徴していたのか。その答えは「クロッキー」の中には

ない。だがこの絶望者が告白を行えば……。『あら皮』第2部が待ち望まれたその告白である。そ

れはある絶望の解明の努力である。　　　　　　　　　　　　　　　　一

それはある意味では医師の仕事ではないか。『あら皮』第3部でラファエル・ド・ヴァランタン

は患者として医師団の診察を受ける。戯画化される医者たちは病気を治せないが，ラファェルの

同級生でパリ市立病院の若きインターンであるプロスペル（1838年以後の版からオラース・ビア

ンション）が終わりに言う。

Crois・moi，　Rapha§1，　nous　ne　gu6rissons　pas：nous　aidons　a　gu6rir　ou　a　mourir．　Entre

la　m6decine　de　Brisset　et　celle　de　Cam6ristus　se　trouve　encore　la　m6decine　expectante；

mais　pour　pratiquer　celle．ci　avec　succさs，　il　faudrait　conna宝tre　son　malade　depuis　dix　ans．

11yaau　fond　de　la　m6decine　une　n6gation　comme　dans　toutes　les　sciences．．．4）

ラファエルの告白がまさに「十年にわたった長い緩慢な苦悩5）」を対象にしていることが想起さ

れる。ラファエルの病は告白の中味と密接に結びついているとプロスペルは言ったに等しい。

そして告白には種々の位相が考えられる。『あら皮』がバルザックの小品劫Dθγ漉アハ⑳o臨oη

の長編小説による解明だとしたら，実はこの小品の主体はラファエルと名づけられていたわけで
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はないので，解明されるべきは単にラファエルの行動の理由だけではなく，それを書く作家の意

識の深層にまで及ぶべきだろう。『あら皮』だけではなく，私たちの視野にはその周囲に集う同時

期の姉妹作品の群も入って来る。『あら皮』を理解するためには，おそらく1830－31年当時のバルザ

ックの総体を知らなければいけないだろう。

1　意識の流動

L6加禰6γ翫ρo諺oηと，その一週間前やはり『ラ・カリカチュール』に載ったLαD翻s6

46sρ勿7召sとは，共に自殺への誘いを語るという点で双生児である。賭博場へ赴く青年が「クロ

ッキー」として外から描かれ，教会へ迷い込む「私」はその幻覚が「ファンテジー」として内か

ら映像化されるとしても，前者が『あら皮』になる時，死を決意してセーヌの川底を眺めるラフ

アエルの意識が混濁してゆくのはLαDαηsθ碗s卿γZθsの自殺志願者の場合と全く同じである。

加1池ηs6｛％∫ρ∫〃㎎s．　J’6tais　fatigu6　de　vivre，　et　si　vous　m’eussiez　demand61a　raison

de　mon　d6sespoir，　il　m’aurait　6t6　presque　impossible　d’en　trouver　la　cause，　tant　mon　ame

6tait　devenue　molle　et　fluide．　Les　ressorts　de　mon　intelligence　se　d6tendaient　sous　la　brise

d’un　vent　d’ouest．［＿］L’eau　jaune　de　la　Loire，　les　peupliers　d6charn6s　des　rives，　tout　me

disait：《Mourir　aujourd’hui，　mourir　demain，　ne　faudrait・il　pas　toujours　mourirP　et，

alors＿》　［＿］　En　proie　a　ces　id6es　fun6bles，　j’entrai　machinalement　dans　la　sombre

cath6drale　de　Saint・Gatien，　dont　les　tours　grises　m’apparaissaient　alors　comme　des

fant6mes　a　travers　les　brumes6）．

Lo　P勿〃｛弛6加gγ勿．　En　prois　a　cette　puissance　malfaisante　dont　nous　6prouvons

tous，　en　certains　jours　de　notre　vie，1’action　dissolvante，　il　sentait　son　organisme　arriver

insensiblement　aux　ph6nom6nes　de　la　fluidit6．．．　Les　tourmentes　de　cette　agonie　lui

imprimaient　un　mouvement　de　vague，　et　lui　faisaient　voir　les　batimens，　les　hommes　a

travers　un　brouillard，　o自tout　ondoyait7》．

この意識の混濁，解体，あるいは「流動」の後，両者共，幻覚が始まる。ラファエルの場合骨

董店がその舞台を提供するが，教会での「石のダンス」の幻覚はその予行演習のように映る。そ

こでは幻覚はきわめて肉体的な動きを伴いつつ進み，それが「私」には「快楽」として感じられ

ることに注目しよう。
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Je　me　sentais　soulev6　par　une　puissance　divine　qui　me　plongea　dans　une　joie　i面nie，

dans　une　extase　de　b6atitude　pour　laquelle　j’aurais　donn6　ma　vie8）．

死の誘惑に隣接する快楽の願望。あたかもそれは死の意識の下での「魂」の流動化が抑圧を解

いて，眠っていた欲動を押し上げたかのようだ。一度は浮上した無意識の産物はやがてまた沈下

してゆく。このプロセスは，廊欝・C〃魏θηF伽4紹では間にZ疹zoが組み入れられるので解か

りにくいが，元のLαDαηs646sρゴ6ア名θ8に還元すれば明瞭になる。「私」は幻覚が終わった後も，

「寺院が私の下でなおも踊っているのを感じている」《je　croyais　encore　la［la　cath6drale］sentir

dansant　sous　moi9）》と言う。「私の下」は象徴的には〈私の意識の下〉であろう。

骨董店の内部をさ迷うラファエルに訪れるのも，やはり定め難い「悦惚」である。

11sortit　de　la　vie　r6eUe，　monta　par　degr6s　vers　un　monde　id6al，　et　tomba　dans　une

ind6finissable　extase！10）

バルザックのここでの描写の目的はあげて主人公の魂の状態の記述にあり，美術品・骨董品が

それ自身の存在価値において記述されるのではない。それはラファエルの精神の風景である。あ

るいは夢，悪夢である。彼は種々の物象から成る「巨大なパレットU》」の中を夢遊病者のように通

過してゆく。あるいはまた阿片喫飲者の体験である。バルザックはミュッセが訳したトーマス・

ド・クウィンシーの言葉を借りてもいるのである。ラファエルの夢想が，クウィンシーの夢や，

バルザックが『ラ・カリカチュール』1830年11月11日号に書いたL’の勉〃zの「ある官能的な死12》」

の記述と酷似した言葉を使っているのはよく知られている。

L’0ρ勿初．C’6taient　des　milliards　de　voix　furieuses，　des　tetes　qui　criaient：tant6t　des

figures　d’enfants　contract6es　comme　celles　des　mourants；des　femmes　couvertes

d’horribles　plaies，　d6chir6es，　plaintives；puis　des　hommes　disloqu6s　tir6s　par　les　cheveux，

terribles，　et　tout　cela　par　myriades！．．．　par　vagues！．．．　par　g6n6rations！．．．　par　mondes！．．．13）

Lα1％α〃4θ61㎏万π．L’univers　lui　apparut　par　bribes　et　en　traits　de　feu，　comme

ravenir　passa　jadis　namboyant　aux　yeux　de　Saint－Jean，　dans　Pathmos．／Une　multitude

de　figures　endolories，　gracieuses，　terribles，　lucides，10intaines，　rapProch6es，　se　leva　par

masses，　par　myriades，　par　g6n6rations．．．14｝

19



ラファエル・ド・ヴァランタンの病

ラファエルが体験している意識の「荒々しいドラマ」はまさに「彼に一片の阿片に含まれるむ

ごたらしい悦楽を惜しみなく与える」《lui　prodiguer　les　atroces　d61ices　contenues　dans　un

morceau　d’opium15｝》のである。

薬物による幻覚や夢遊病的状態や悪夢一般に対して共通するバルザックの問いかけは，一言で

言えば，頭脳の神秘ということである。ここで聖ヨハネのアポカリプスが連想され，他で，ファ

ウストのプロッケン山頂の体験が触れられ，デカルトの暗い森での哲学的懐疑が言及されるのも

比喩以上のものではなく，バルザックの関心の主力はひたすら頭脳の現象とその謎に向けられて

いる。五’0吻〃zは「何たるオペラ，人間の頭は」《Quel　op6ra　qu’une　cervelle　d’homme！16）》と

叫ぶが，同様に『あら皮』も「何たる深淵か，人間の頭は」《quel　abime　est　donc　la　cervelle

humaine！17）》と言っている。そこには意識の蒙る試練がある。たしかにメフィストフェレスによ

る魂の試練に似て，しかしより神経的で臨床的な。

ラファエルの頭はもうラファエルのものではない。それは冒頭の賭博場の門番の言葉に暗示さ

れていよう6この「地獄の番犬」は主人公に告げる，，「旦那，どうか帽子を」《Monsieur，　votre

chapeau，　s’il　vous　plait18）》。剥ぎ取られた帽子について作者はいろいろ冗談を言う。帽子がメト

ニミーによって首を示すのは明らかである。これは断頭台における処刑の模倣である。すでにユ

ゴーが『死刑囚最後の日』でこの比喩を使っている。

一Chapeaux　bas！chapeaux　bas！criaient　mi11e　bouches　ensemble．－Comme

pour　le　roi．

Alors，　j’ai　ri　horriblement　aussi，　moi，　et　j’ai　dit　au　pretre：－Eux　les　chapeaux，　moi

la　tete19）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ビセートルに拘禁されたユゴーの死刑囚が首を刎ねられて，頭が一個の「切株」になってしま

うのを恐怖するように，賭博場のラファエルも刑場の囚人の絶望を味わっている。現にその描写

には何度も徒刑場や断頭台のイメージが繰り返されている。しかし奇妙にもラファエルの絶望に

は恐怖の色がない。むしろ彼は死を希望している。彼には頭を持つことよりも持たないことの方

が楽だからである。後に彼は告白するだろう。

一一一 ie　suis　fou！m’6criai・je．　Je　sens　la　folie　a　la　porte　de　mon　cerveau．　Elle　rugit

・　par　momens．　Alors，　mes　id6es　sont　comme　desδtres，　elles　dansent，　et　je　ne　puis　les

saisir．．．　Je　pr6f6re　la　mort　a　cette　vie，　et　le　cherche　avec　conscience　le　meilleur　moyen

de　terminer　cette　lutte20》．
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ラファエルの頭はギロチンにかかる以前にすでに彼から離れている。人間の頭を表す盗賊たち

のもう一つの隠語は「ソルボンヌ21）」だが，狂った「ソルボンヌ」，それが私たちのラファエルで

ある。彼は彼の頭脳を意識によってよく統御することができない。ある「悪霊」がいて彼の足下

に「怪物」を産み出す。心の上に「精神的な酸」が醸し出され，それを蝕む22）。だから骨董店が彼

の彷復の舞台となると言うだけでは不十分である。彼の頭脳自体が珍奇な品物の山積する骨董店

である。現実の骨董店は彼の頭脳の病理を反映するだけである。

Alors，　les　tableaux　s’illumin6rent，　les　tetes　de　vierge　lui　sourirent，　et　les　statues　se

color6rent　d’une　vie　trompeuse．　A　la　faveur　de　l’ombre，　et　mise　en　danse　par　la且6vreuse

tourmente　qui　fermentait　dans　son　cerveau　bris6，　toutes　ces　ceuvres　s’agitさrent　et

tourbillonn～…rent　devant　lui23）．

「壊れた頭脳」が死のダンスを招く。その逆ではない。頭脳は壊れる。ラファエルと骨董店老

主人の対話もこの主題をめぐっている。老人は言う。

Sagesse　ne　vient－elle　pas　de　savoirP．．．　Et　qu’est・ce　que　la　folieP．．．　sinon　rexcδs　d’un

vouloir　ou　d’un　pouvoir＿24）

老人の理解では，一方の欲望（vouloir）と権力（pouvoir），他方の叡知（savoir）はカテゴり

ックに対立する。ラファエルが「壊れた頭脳」の状態で欲望を生きるのに対して，老人は「磨耗

もせず，一切に生き残る頭脳」《le　cerveau　qui　ne　s’use　pas　et　survit　a　tout25）》で叡知を生きる

と明言する。しかし老人の叡知はラファエルの錯乱と無縁だろうか。ラファエルは一片の「あら

皮」を選ばずに，それと対面するように飾ってあったイエス・キリストの絵を望めばよかったの

か。しかしラファエルの理解は老人とははっきり異なる。ずっと後で彼はエミールをたしなめて

言うだろう（エミールは老人の思想をもっと小利口に述べた）。　，

Imb6cile！．．．［＿］Si　j’avais　eu　la　pr6tention　de　formuler　proprement　ces　deux

id6es，　je　t’aurais　dit　que　1’homme　se　corrompt　par　l’exercice　de　la　raison　et　se　puri丘e　par

rignorance．　C’est　faire　le　proces　aux　soci6t6s！Mais，　que　nous　vivions　avec　les　sages　ou

que　nous　p6rissions　avec　les　fous，1e　r6sultat　n’est・il　pas，　t6t　ou　tard，　le　mδme2＿26》

すなわち叡知も狂気も根本においては変りがないのだ。「人間は理性の行使によって腐敗する，

そして無知によって純化される。」バルザックはここで叡知も狂気も同じ脳髄の現象として同一平

21



ラファエル・ド・ヴァランタンの病

面で捕える視点を打ち出している。老人の神の如き叡知は欲望充足のいわば代償行為であって，

少しも両者にカテゴリー上の相違はなく，「無知」，例えば村の農民の無知がそれらに対立してい

るのである。物語の行方はそれを証明するだろう。骨董店主人の頭脳も踊り子に恋することによ

って錯乱に陥るだろう。パリの主要な学問はラファエルの病を無力にも治すことができず，彼は

サヴォワやオーヴェルニュの「無知」の方へ逃れようとするだろう。ラファエルにとって叡知は

狂気の防波堤とはならないのである。叡知と狂気を対立させるのはしたがって観念的すぎる。そ

れらはむしろ相互に切り替わる。ジャーナリストたちの饗宴がこの事態を文明批評的見地から垣

間見せてくれる。飛び交う彼らの言葉は「酩酊せる叡知」《Sagesse　ivre》によるのか，「賢明で慧

眼となった酩酊」《Ivresse　devenue　sage　et　clairvoyante》によるのか決定できない27）。こうし

て無知と無垢を喪失した十九世紀の子たちは「教皇のパテル・ノステルρ漉γηos妙」にではな

く，「知られざる神にD露s孟gηo漉」乾杯する28》。

ところで，バルザックが『あら皮』の完成を急いでいた1831年5月のラ・ブーロニエールで，

突如『赤い宿屋』が生まれる。この短篇は，「隠れた罪」という主題の下，銀行家タイユフェール

との関連で後年『あら皮』と『ゴリオ爺さん』を連結するが，その中心主題はむしろ意識の統制

を超えた力による主体の試練であると言う方が当たっている。医学生プロスペル・マニャン（ラ

ファエルの友達と同じ名をしている）もやはり「知られざる神」の犠牲者であろう。彼はドイツ

商人の首が掻き切られ大金が強奪されるという犯罪について潔白であるにもかかわらず，夢遊状

態における罪の実行という観念に縛られ，身代わりに銃殺される。シャルル・ノディエも類似し

た話をこの2月に『パリ評論』に書いたことが指摘されている29）。さて事件の日のプロスペルの睡

眠の記述は彷復するラファエルの意識の記述と酷似しているのである。

Peu　de　temps　apr6s　avoir　pos6　sa　tete　sur　son　matelas，　il　tomba　dans　cette　somno・

1ence　premi6re　et　fantastique　qui　pr6c6de　toujours　un　profond　sommeil．　Alors　les　sens

s’6ngourdissent，　et　la　vie　s’abolit　graduellement；les　pens6es　sont　incomp1δtes，　et　les

derniers　tressaillements　de　nos　sens　simulent　une　sorte　de　reverie．“Comme　l’air　est

lourd，　se　dit　Prosper．　Il　me　semble　que　je　respire　une　vapeur　humide．”3°）

これは麻酔をかけられた男の精神状態の記述として読み換えることも可能であるが，この雰囲

気には『あら皮』以外にも見覚えがないか。これは『ゴリオ』のヴォケー館でヴォートランに「麻

酔を仕込んだ酒」《vin　narcotis631）》を飲まされて眠りに落ちるラスティニャックの精神状態でも

ないか。タイユフェールの息子はこうしてラスティニャックが眠る間に殺害される。後者は加害

者ではない。しかし犯罪を知っていて未然に防ぐことができなかった。『赤い宿屋』では殺人事件

の後，プロスペルが，

22



ラファエル・ド・ヴァランタンの病

Je　sens　que　j’ai　perdu　la　virginit6　de　ma　conscience32）．

と叫んでいる。これは一つには良心の問題（cas　de　conscience）を提起しており，ラスティニ

ヤックは『赤い宿屋』の話者以上にそれに悩むだろう。しかしもう一つ，これは図らずも広義の

コンシャンス，意識の主題も含意しよう。プロスペルは二重に悲劇的である。彼は友達の罪をか

ぶって処刑された。しかも彼は自らの「意識の処女性」まで失って死んだ。

ラファエル，プロスペルの試練，それは意識が蒙った，見知らぬ力による試練である。二人と

もそれに生き残ることができなかった。1831年にバルザックはこういう世界を見ていた。

ll　マドンナ

『あら皮』第1部が1831年3月7日に書き上げられた後，執筆は中断される。第2部「心情な

き女」は5月7日以降バルザックがラ・ブーロニエールのベルニー夫人の領地で「二週間33）」かか

ってした仕事に属する。彼にとってこの「告白」は自然に書けただろう。第1部を仕上げた日，

「後の残りはひとりでに進むだろう34》」と彼は言ったし，第2部の第1部と比較しての文体的快速

さもそれが一気呵成に書かれたことを示すようだ。「過ぎ去った苦悩や快楽への軽侮のようなも

の35）」を感じつつ第2部を物語るラファエルにはもはや意識の混濁や剥離は見られない。告白から

は幼少年期は除かれ，「十年にわたった長い緩慢な苦悩」が年代順に語られてゆく。しかし一見矛

盾するようだが，バルザックは再三告白が単なる年代記として受け取られることに異議を唱えて

いる。

Confesse・toi，　ne　mens　pas，　je　ne　te　demande　point　de　m6moires　historiques＿36）

Pour　juger　un　homme，　au　moins　faut・il　etre　dans　Ie　secret　de　sa　pens6e，　de　ses

malheurs，　de　ses　6motions．　Ne　vouloir　connaitre　que　l’homme　et　les　6v6nemens，　c’est

faire　de　la　chronologie！．．．37）

それは本来「心情の博物誌」の中の「草花のように柔らかく繊細な38）」分野に属すると言われ

る。もしそれが出来事の単純な羅列に還元されたり，あるクリシェにはまってしまえば，本質的

なものが死ぬだろう。
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Je　t’entends＿，　r6pondit　le　poδte［亘mile］，F磁oηo〃彪彿07’！．．．　Va　ton　train＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、bette　sucr6e　de　Foedora　t’a　tromp6．．．　Toutes　les　femmes　sont丘lles　d’Eve．．．　Ton　histoire

n’est　pas　du　tout　dramatique．

Ah！tu　dormais，　sournois～．．．39》

ラファエルにとってフェードラという名の下に現前しているのは大変個人的な，内在的な心像

であって，それは告白のごく自然な流れの中でいつまでも忘れられずに滞留し，強迫観念のよう

に頭脳に住み続けるもの，外から来たのではなく内から発して神話化してしまった女である。

Il　ne　s’agit　plus　de　la　F（£dora　vivante，　de　la　F（£dora　du　faubourg　Saint・Honor6，　mais

de　ma　Fcedora，　de　celle　qui　est　la！．．．　dis・je　en　me　frappant　le　front4°），

フェードラの本質はラファエルの内部に淵源を持つので，それはやがて転移してポーリーヌの

姿を取るだろう。テアトル・イタリアンで再会されるポーリーヌは，

Foedora　dou6e　d’une　belle　ame；ou　Pauline，　comtesse　et　deux　fois　millionnaire

comme　Fcedora！．－41）

と言われる。こうしてフェードラは年代記ではなく神話の中の存在だから，そのモデルを同時

代のだれそれに見出だそうという試みは半分しか当たらないだろう。すなわちフェードラを描く

ためにバルザックはどんな社交界の女でも採ることができるし，だれでも「フェードラ化する」

《f（£doriser42）》可能性があるだろう。フェードラの本質を探るため，私たちは神話の道に固執し

よう。

フェードラが生まれる少し前，5月1日の『パリ評論』にバルザックは『追放された者たち』

を発表している。この短篇が私たちの関心を惹くのは，ここに，ラファエルほどは目立たないが，

しかし確実にバルザックの分身にちがいない一人の自殺者がさりげなく，絵の中の絵，劇の中の

劇として描かれるからである。バルザックは自分自身のファンタスムを，大胆にも『神曲』の一

挿話として，ダンテ自身に語らせるが，それは次のように始まっている。

D6ja，　je　voyais　dans　le　lointain　la　clart6　du　Paradis　qui　brillait　a　une　distance　6norme，

j’6tais　dans　la　nuit，　mais　sur　les　limites　du　jour．　Je　volais，　emport6　par　mon　guide，

entrain6　par　une　puissance　semblable　a　celle　qui　pendant　nos　reves　nous　ravit　dans　les
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sph～…res　invisibles　aux　yeux　du　corps43）．

それまでの歴史小説の気分はこうして夢遊状態の気分に切り替わり，そこでダンテは自殺した

男オノリーノ（Honorino）の話を語るのである。オノリーノはテレーサを愛した。しかしある日

突然彼女は蒼白になり，死んでしまう。彼は彼女と共にいるために，後を追って自殺した。だが

彼は天国の門の前で，永遠の「明日」を待たされている。自殺者オノリーノの劫罰はこの永遠の

待機である。現在の幸福が不意に奪われ，「今と絶えず逃れる明日の間44）」に宙釣りになるオノリ

一ノの苦痛は，私たちにとって，『ルイ・ランベール』の巻頭の献辞やランベールからポーリーヌ

への手紙の中にある有名な言葉，「今，そして永遠に」《maintenant　et　toujours45）》が祈念する至

福の，まさに反対物に見える。変わらぬ心，これがバルザックの強い願望だったとすれば，オノ

リーノの場合はその願望の永遠の未達成である。そしてこの挿話は，「川に流されたモーゼのよう

に棄てられた子」《enfant　abandonn6　comme　Moise　au　gr6　des　nots46）》，ゴードフロワの自殺未

遂と関係していて，それを戒めるために語られたことを想起しよう。ダンテの追憶の国が祖国フ

イレンツェなら，ゴードフロワの祖国は天国とされていた。その意味は物語の最後で明瞭になる。

母が名乗りを上げて言う。

《Viens，　mon　enfant，　mon　fils！．．．　Va！le　paradis，　ce　sera　le　c（£ur　de　ta　m6re＿47｝》

この母の声はダンテにおける「ベアトリーチェの声」に重なる。棄てられた子と追放された詩

人はいわば同じ声を聴いていた。自殺，それはこの声を奪われた者の，絶望的なその奪還の企て

であった。

やがて『神秘の書』の一つとなる『追放された者たち』も，今のところ雑誌に寄稿された一小

説にすぎない。しかしそれは編集者シャルル・ラブーを随喜させる小説だった。彼は5月21日に

ラ・ブーロニエールのバルザックに書き送っている。

Revenez　bient6t　bard6　de　volumes，　de　nouvelles，　de　contes，　de　fantasmagorie，　de

fantastiquerie，　de　Danterie，　de　Balzaquerie［＿］48）．

「バルザックリー」とはオノリーノの挿話を指すだろう。バルザックのファンタスムはこうし

てジャーナリズムに歓迎されたのである。同じ時期，『両世界評論』も『呪われた子』を得てい

る。ここにも「バルザックリー」が潜むだろう。バルザックのその母とのある濃い情動的関係は

この年の諸作品の底に流れる地下水である49）。ところが『あら皮』では，母が一見登場しない。告

白は幼年期を含まず，ラファエルはすでに母の圏外にいる青年として自分を語る。母は締め出さ
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れている。けれども細部に，ただし公然と描き込まれた細密描写としての細部ではなく，通りす

がりに記されるたわいない細部，あってもなくてもいいもののような顔をしているので性急な読

者の目を逃れる細部に，こっそりと大胆に，バルザックは母を記すのである。これは一行で，あ

るいは一語で書かれた「バルザックリー」である。

As・tu，　comme　cet　6tudiant　de　Padoue，　diss6qu6，　sans　le　savoir，　une　m6re　que　tu

adoraisP＿50）

告白を試みようとするラファエルをエミールはこんな風にからかう。バルザックの仲間と推定

されるある読者が初版を読んで書き残した注意書きがあって，シトロン版がそれらを丹念に復原

している。その読者はこの箇所に，《Le　vieil　antiquaire　a　proc6d6　par　un　interrogatoire　tout

parei151）》とコメントした。バルザックは第2版以後この部分を削除してしまう。骨董店主人の尋

問には，《Votre　pδre　vous　a・t・il　trop　vivement　reproch6　d’etre　venu　au　mondeP＿52）》という一

行がある。こちらは削除されない。テクスト・クリティックの中でようやく発見される，路傍の

石の如き一行について決定的なことを言う気はないが，謎の読者は望外の鋭敏さを発揮してバル

ザックの内的な何かを射抜いたのかもしれない。削除されたのはそのためではないか。

すでに引用したが，《11ne　s’agit　plus　de　la　Fcedora　vivante，　de　la　F（£dora　du　faubourg　de

Saint－Honor6》には，シトロン版によると，奇妙なヴァリアントがある。

Saint－Honor6，　G2：Saint－Henri，⑳先，加γ〃76〃753》。

《Saint－Honor6》は第2版からで，初版の校正刷には，「誤って」，《Saint・Henri》となって

いるらしい。校正刷は草稿（不明）と多分同じだろうから，書き間違いはバルザックによるのだ

ろう。バルザックの母との関係は同時に弟アンリとの関係だから，「聖アンリ街のフェードラ」に

はバルザックの，「愛の子」をめぐる，母へのある思いが露呈していないか。

そしてラファエルが母方の富豪の遺産を相続する時，その母の名がそれとなく告げられる。

一Monsieur，［＿］madame　votre　mδre　n’6tait・elle　pas　une　demoiselle　O’Flaharty？

一〇ui，　reprit　Rapha61　assez　machinalement．－Z勉7∂6・物漉．C加7‘o’∫θ，　n6e　a

Tours54）．

励アδ6－〃漉6は作家自身の母方の祖母Marie・Barbe－Sophieに，　C加γZo”6は母Anne一

Charlotte・Laureに由来している55）。これこそ路傍にそっと記された本物の「告白」であるが，1838
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年版以後，C加〃o飽も《n6e　a　Tours》も抹消され，　Bαγ66－〃α鹿だけが残る。小説の中への母

の名の記載とトゥールの出現はまるで一種の事故のように映るが，実は小説に新たな次元を付与
●　　　●　　　●　　　　o　　　●　　　●　　　　●

するものである。それはラファエルの物語と重なるようにして存在する，物語作者の物語の次元

である。

ここにトゥールが出現する物語上の理由は何か。ラファエルは「ロワール河の中にある価値の

ない島56）」を所有していて，そこに母の墓がある。シトロンが言うように57），ラファエルの父はオ

一ヴェルニュの出身，母はアイルランド系であるから，この島をロワール河中流のトゥールに結

びっける根拠はない。しかしながらロワール河はバルザックにとって，トゥールないしトゥーレ

一ヌと連合して初めて意味を持つだろう。バルザックのトゥールはダンテのフィレンツェに当た

る。ラファエルの母がトゥールで生まれ，墓がロワール河の中の島にあるとすれば，それは物語

上のか細い必然性を物ともしない，物語作者の深い欲望に基づくほかはない。

この視点に立つ時，ラファエルが「島」を売る挿話は「ドラマチック」な意味を帯びてくる。

彼は放蕩の果て，負債を払うため，母の眠る島を売る。やはりシトロンの言うように57），それは「母

を売る」ことであり，かつ作家自身が「長い間，しかし苛責の念とともに，嫌ってきた自分の母

を厄介払いする」ことである。だが私見では，この挿話の意味はそれに止まらない。

Il　me　semblait　entendre　la　voix　de　ma　m6re　et　voir　son　ombre；puis，　je　ne　sais　quelle

puissance　fit　retentir　vaguement　mon　propre　nom　dans　mon　oreille，　au　milieu　d’un　bruit

de　cloches！＿58｝

母の「売却」は母の「解剖」と同じで，ただでは済まない。ラファエルは母を処分した。しか

し同時に彼の自己崩壊も始まる。弔鐘の中で自らの名が響く。ラファエルは代金を使い果たして

ゆく。

Enfin，　le　me　trouvai　seul　avec　une　pi6ce　de　vingt　francs＿59）

これが『あら皮』冒頭の「最後のナポレオン金貨」である。それは実母に由来する最後の金貨

であり，たった一一枚の金貨に還元された母の愛だったのである。彼はそれを賭ける。ラファェル

の最後の賭は，その心的働きにおいて，天国（「母の心」）へ入るためのゴードフロワの自殺の試

みと同じである。母を喪失した者の，絶望的なその奪還の試み。

ロッシー二の『タンクレーディ』から引用された，《Opatria！＿》をエピグラフに掲げる『追放

された者たち』で，追憶に襲われたダンテが言う。
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、Arhorison，　je　voyais　une　ville　d’or，　semblable　a　la／67％s認6吻c61este，　une　ville　dont

le　nom　ne　doit　pas　sortir　de　ma　bouche．　La，　serpente　aussi　une　rivi壱re60）．

これはバルザック自身のファンタスムであろう。トゥーレーヌとロワール河は，1830年夏のバ

ルザックのグルナディエール滞在を経て，ますます熱情的に喚起される。研究者たちが「トゥー

レーヌ作品群」《cycle　tourangeau》とロ乎ぶ世界が成立する。ところで，まさかと思われる作品中

にグルナディエールが名を留めている。7月31日に『アルチスト』が載せた『知られざる傑作』

の中にである。もっともそれは，この作品が9月に『哲学的小説・コント集』に収められた時，

たちまち姿を消すのだが。ポルビュスのアトリエには一枚の絵があった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’bette　page　donc　repr6sentait　uneル庇〃ガ6」敬曳ρ’ゴθηη6　acquittant　le　passage　du　bateau．

Ce　chef・d’㏄uvre，　destin6　a　Marie　de　M6dicis，　fut　par　elle　vendu　a　Cologne，　aux　jours　de

sa　mis6re；et，10rs　de　notre　invasion　en　Allemagne（1806），　un　capitaine　d’artillerie　la　sauva

d’une　destruction　imminente，　en　la　mettant　dans　son　porte－manteau．　C’6tait　un

protecteur　des　arts　qui　aimait　mieux　prendre　que　voler．　Ses　soldats　avaient　d6ja　fait　des

moustaches　a　la　sainte　protectrice　des丘lles　repenties，　et　allaient，　ivres　et　sacril6ges，　tirer

ala　cible　sur　la　pauvre　sainte，　qui，　meme　en　peinture，　devait　ob6ir　a　sa　destin6e．

Aujourd’hui　cette　magnifique　toile　est　au　chateau　de　la　Grenadi色re，　pr6s　de　Saint－Cyr　en

Touraine，　et　appartient　a　M．de　Lansay61）．

この「エジプト女マリア」という絵も，オノリーノの挿話のように，バルザックの空想の産物，

「想像的作品」《ceuvre　imaginaire62》》である。戯れるバルザック，不謹1真なバルザックは，しか

し自分をもらすバルザックである。この絵は渡し銭を払うために船頭に身を売る聖女を描くが，

もう一枚の「知られざる」絵が裸でベッドに横たわるはずの娼婦，カトリーヌ・レスコーを描く

のと対応していよう。これらは単に絵ではない。カトリーヌはフレンホーフェルにとって「絵で

はなく女63）」である。「エジプト女マリア」にとって，船頭に身を任せるのと兵士たちに狙撃され

るのとは同じではないか。『レ・マラナ』（『パリ評論』1832年12月）にも兵士たちが「マドンナ」

の絵を撃つ，類似した状況があり，そのパラグラフも「描かれたマドンナ」《madones　peintes》

が「生きたマドンナ」《madones　vivantes》の代わりであることを暗示する64）。それゆえ私たち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ﾍ，「現在グルナディエールに」いる「エジプト女マリア」とは誰か，と問うべきだろう。それは

ベルニー夫人だろうか。ではベルニー夫人とは誰だろうか。彼女は逆に，バルザックの「想像的

作品」ではないか。おそらくバルザックにとって，空想の空間と現実の空間の二つの世界があっ
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たのではなく，彼はただ一つ，神話の世界だけを生きていたのである。

ところで『あら皮』には「グルナディエール」という語はない。だが特定の日付を持ったバル

ザックのグルナディエール滞在は，暗示的に，作品の中央に現前しているのである。ラファエル

が自殺を企てるのは「この前の10月の末65）」である。その直後に彼と出会ったエミールは次のよう

　一　　　　、

ﾉ言つ。

一［．．．］nous　sommes　depuis　environ　une　semaine　a　ta　poursuite．．．　A　ton　respec・

table　hδtel　Saint・Quentin，　rue　des　Cordiers，［＿］ta　L60narde　nous　a　dit　que　tu　6tais　parti

pour　la　campagne　au　mois　de　juin．［＿］Nous　ne　t’avons　rencontr6　nulle　part，［＿］．　Nous

parlions　de　te　canoniser　comme　une　noble　victime　de　juillet．．．　et，　nous　te　regrettions＿66》

ラファエルはこうして1830年6月に「田舎」へ行って，10月まで友人たちから身を隠していた

らしい。ところが彼はコルディエ街かちテブー街へ転居して，フェードラの強迫観念から逃れる

ための，水ではなく酒に溺れる死に方，「黄金を浴びて息絶える67）」だろう放蕩生活に乗り出すの

である。「道楽者」として「放蕩という怪物」と一騎討ちするラファエルの記述のどこにも「田舎」

暮らしの気配はない。サロン，劇場，借金取り，みな彼のパリ在住を示している。実際に田舎へ

行って友人たちから遠ざかっていたのは，バルザック自身なのである。彼こそほぼ四ヶ月，トゥ　　　　　　　　　　　・

一ル近くのグルナディエールにいたのである。

1830年10月以後の物語のカレンダーは次のようになっている。ラファエルは10月末に「あら皮」

を入手，12月にヴァレンヌ街の邸に居住，テアトル・イタリアンでポーリーヌに再会，翌年2月

に同棲，3月に医師団の診察，エクスとオーヴェルニュへの旅，6月にパリへ帰還，死去する68）。

『あら皮』の出版は8月1日である。ラファエルが1830年10月から翌年6月まで「あら皮」を抱

えて生きた時間は，バルザックが『あら皮』を書いて生きた時間と多少のずれはあれほぼ重なっ

ている。これは雑誌『ラ・モード』のジャーナリストたちの手法であって，ロラン・ショレーが

分析したが69），彼らは虚実を取り交ぜた雑報記事に近い過去の日付を加えて「現実効果」《effet

d’actualit6》を持たせたのである。バルザックはこれを自分のものにしてしまった。田舎へ行った

ラファエルという錯覚は，おそらくこの手法の延長線上に生じたのだろう。作者が一番先に騙さ

れたことになる。だがバルザックは騙されることを本当は願ったのだろう。パリの読者たちに，

田舎が，トゥールが，グルナディエールが意味を持つなどということはない。彼らにはフェード

ラと出会うために，「彼女は昨日はブッフォンにいた，今夜はオペラ座へ行くだろう」《Elle　6tait

hier　aux　Bouffons，　elle　ira　ce　soir　a　1’Op6ra！70）》と教えておけばそれでよい。しかしラファエル

の死の歴史を綴りながら自らの魂の神話を綴ったバルザックには，グルナディエールが，マドン

ナが，かけがえのない意味を持ったのである。だから彼は最後に，Conclusionで，はっきりとト
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ウールを喚起した。そしてポーリーヌという名を借りた，神話的な，巨大な女人像を，トゥーレ

一ヌの空に描いてみせたのである。

lllろばの皮

『あら皮』は夢であり，神話であり，そして小説である。しかもプロの小説家の仕事である。

バルザックは細心の注意を払って時代を聴いていた。新聞と書籍への彼の関心はそっくりラファ

エルに投影されている。エミールがラファエルを招いたのはある政治新聞の発起会にであり，そ

こではユゴー，ラマルチーヌ，スクリープの名が挙げられ，アンリ・モニエがパントマイムで『グ

ローブ』誌を演じてみせる。ラファエルは『意志論』の作者であるとともに，おばの回想記を売

る三文文士である。彼はあら皮を得て死の強迫観念に囚われてからも，ポーリーヌに嫉妬を起さ

せるほど新聞を読み，新刊書を手元に買い揃えている。第3部で執事が言う。

J’ai　ordre　de　lire　avant　lui　le　journal　de　la　litt6rature　et　des　livres，　afin　d’acheter　tous

les　ouvrages　nouveaux　qui　paraissent　pour　qu’il　puisse　les　trouver，1e　jour　m6me　de　leur

vente，　sur　sa　chemin6e71）．

この「文学と書籍の新聞」は，シトロンによれば．研捌og吻厩4θ勉F履η‘θ（『フランス書誌』）

だが72），1830年の前半頃バルザックがジラルダンたちに協力した書評紙Lθ1磁〃〃6’oη46s／o〃7一

η傭κρ01吻〃6S73）（『政治新聞文芸批評欄』）のことも想起させる。バルザックは時代に超然として

いたのではなかった。その反対に，当時の文学の動向をすべて知っていた。『あら皮』製作の背後

に批評家としてのバルザックが存在しよう。そのことによってこの小説は一層独創的なものにな

ったのである。

ラファエルがフェードラの寝室に忍び込む。作家は実際にこんな経験を持ったのだ，いや空想

だ，という論議には終止符を打とう。なぜならここにあるのはアンリ・ド・ラトゥシュへの批判

だったからである。ラトゥシュの『フラゴレッタ』の同名のヒロインとフェードラの間には一種

の類似性がみられる。ラファエルは自分の愛にどうしても応じてこないフェードラを見て，ある

疑いを抱く。

En　ce　moment，　un　trait　de　lumi6re　illumina　cette　vie　de　femme．　Je　pensai　tout　a　coup

ala　princesse　Brambilla　d’Hoffmann，　a　Fragoletta，　capricieuses　conceptions　d’artiste，
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dignes　de　la　statue　de　Polycl6s．　Je　croyais　voir　ce　monstre　qui，　tantδt　o伍cier，　dompte

un　cheval　fougueux；tantδt　jeune　mle，　se　met　a　sa　toilette　et　d6sesp6re　ses　amans；puis，

amant，　d6sesp6re　une　vierge　douce　et　modeste．　Ne　pouvant　plus　r6soudre　autrement

F（£dora，　je　lui　racontai　cette　histoire　fantast董que；mais，　en　elle，　rien　ne　d6cela　sa

ressemblance　avec　cette　po6sie　de　1’impossible74）．

ホフマンの『ブランビラ王女』は1830年にフランス語になった。　フラゴレッタ』は1829年6月
●　　　　●

に出版された。実はバルザックはフランスで最も早くホフマンを印刷した男である75｝。『不老長寿

の霊液』の一部，『知られざる傑作』の全体には，ホフマンの作品の影響が及んでいる76）。ただ

し，ルネ・ギーズが後者のあるヴァリアントによって論じたが，バルザックは「幻想的コント」

というジャンルの流行には醒めた気持を持っている77）。『ブランビラ王女』の同名のヒロインは，

その夢の中のマドンナ的側面によってバルザックの想像力を刺激するのに充分であるが，基本的

には分身の戯れの中に生きていて，決して両性具有者ではない78）。『あら皮』のこのパラグラフは

『フラゴレッタ』の簡潔な要約（ただしナポリの革命とブリュメール18日を外した）である。し

かもバルザックにはラトゥシュを打ちのめそうという明確な意志がある。ラトゥシュは暗示や故

意の言い落としといった手法を多用して，その物語を徒らに難解にしてしまった。バルザックは

かつて書評でそれを指摘したことがある79）。『フラゴレッタ』ではヒロインの肉体上の秘密はフィ

ナーレに至って初めて検死で確認される8°）。それまで読者はフラゴレッタとアドリアー二の同一

性について半信半疑の状態に置かれつづける。バルザックは『あら皮』でこの手法に決然として

反逆する。ラファエルはいち速くフェードラに肉体上の質問をするのである。

Avez・vous　des　imperfections　qui　vous　rendent　vertueuse　malgr6　vous2　Ne　vous

fachez　pas．　Je　discute，　j’6tudie，　je　suis　a　mille　lieues　de　la　passion．［＿］Vraiment　vous

etes　un　sujet　prるcieux　pour　l’observation　m6dicale！Vous　ne　savez　pas　tout　ce　que　vous

valez＿8D

フェードラも応酬する。

Ne　suis・je　pas　bien　bonne母e　me　laisser　mettre　ainsi　sur　un　amphith6atreP＿81》

ラファエルがフェードラの私室へ忍び込むのは，こうしてその肉体を見るためであり，いわば

知的，論理的行為である。ついでだが，そこで突如フェードラがチマローサの『秘密の結婚』の

フレーズ，《Pha　che　sPun　ti》（「空に［曙が］現れる前に」）を歌う82）のも，たしかにセイレーンの
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歌のように響くが，実は当のチマローサが『フラゴレッタ』で死刑場に赴く愛国主義者たちにま

さにその歌を贈る挿話83）に多分由来するのであって，その痛烈なパロディとなっている。なぜな

ら，自由主義者で，『フィガロ』の編集長で，七月革命にはバリケード戦に参加もする作家が，ロ

マンチックな読者のおそらく紅涙をしぼるために加えたであろうチマローサの歌を，ここでは倦

怠と無感動のとりことなった上流社会の女があくびの後で歌うからである。寝室で「ああ神さま」

と叫んだフェードラの眠りの中にラファエルは入ることを希ったが，そこにはどんな夢があった

か。彼女は国債の書き換えを考えていただけだった84）。これはアンチ・ヒロインによる，アンチ・

クライマックスである。バルザックはフラゴレッタから自らの生を天に呪うという苦悩する内面

を取り去って，「心のない」女，フェードラを作った。こうしたフラゴレッタの平板化の陰には，

おそらくバルザックとラトゥシュの，『最後のふくろう党』の失敗をめぐる根深い確執が隠されて

いよう。しかし両性具有の夢，「あの不可能の詩」を彼は忘れはしない。それは後に『セラフィー

タ』に輪廻転生するのだから。

オットウェイの戯曲『救われたヴェニス』にちなむ名を持つ女，断頭台で死んだ恋人を記憶す

るため「赤い布地」をまとう女アッキリーナは，インペリアやカトリーヌ・レスコーと同じく遊

女galloise（femme　galante）の系譜に入る。それは『フランドルのイエス・キリスト』の悔悟せ

る娼婦と異って，挺子でも悔悟しない女である。彼女が想い続ける男については次のように語ら

れる。

一〇h！si　vous　lui　laissez　raconter　1’histoire　des　quatre　jeunes　gens　de　La　Rochelle，

elle　n’en丘nira　pas！．．，　Tais－toi　donc，　Aquilina！．．．　Les　femmes　n’ont－elles　pas　toutes　un

amant　a　pleurerP　mais　toutes　n’ont　pas，　comme　toi，　le　bonheur　de　ravoir　perdu　sur　un

6chafaud！．．．　Ah～J’aimerais　bien　mieux　savoir　le　mien　couch6　dans　une　fosse　a　Clamart

que　pr6s　d’une　rivale．．．85｝

すなわち1822年にグレーヴ広場でギロチンにかけられた四人のカルボナリの一人だというので

ある。ところでユゴーも彼の死刑囚に，ビセートルの独房の壁に，ボリーというラ・ロッシェル

の若者の名を読ませている86）。これは偶然の一致だろうか。だがもう一つ興味ある事実がある。ユ

ゴーは『死刑囚最後の日』を書くにあたって，ビセートルで自ら目撃した徒刑囚の首輪の鋲打ち

などと並んで，当時の死刑廃絶の世論監獄のルポ，そしてヴィドックの『回想録』〃伽o加s46

碗406g二巻を利用したと言われる87》。ところでバルザックに出版者ルヴァヴァスールから1829，

30年に納入された書籍を示す納品書にはブリヤ＝サヴァラン，ジュール・ジャナン，スタンダー

ル，エグジエ（（Egger），カサノヴァと並んで，ヴィドックの『回想録』も含まれている88》。『ゴ
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リオ爺さん』の作者はすでに『あら皮』でヴィドックを利用していないか。そしてユゴーの小説

も念頭になかったか。そう考えると，私たちには『あら皮』冒頭に頻出する徒刑場や断頭台のイ

メージが理解しやすくなるのである。例えばラファエルは賭博場へ次のように現れる。

Comme，　lorsqu’un　c616bre　criminel　arrive　au　bagne，　les　condamn6s　raccueillent　avec

respect，　ainsi，　tous　ces　d6mons　humains，　experts　en　tortures，　saluδrent　une　douleur　inouie，

une　blessure　dont　ils　soupgonnaient　par　instinct　la　profondeur；et　reconnurent　un　de　leurs

princes，　a　la　majest6　de　sa　muette　ironie，　a　l’616gante　mis6re　de　ses　vδtemens＿89）

この直喩は，ユゴーが徒刑囚の首輪の鋲打ちの章9°）でビセートルの中庭に徒刑囚たちが「到着」

し，窓から見ている仲間たちに歓呼の声で「迎えられる」情景を描いたことを想起するとようや

く腋に落ちないか。処刑のイメージは，更にもう一度，債鬼に追い詰められたラファエルの描写

にも使われている。

Les　huissiers，　aux　faces　insouciantes　a　tous　les　d6sespoirs，　meme　a　la　mort，　se

1evaient　devant　moi，　comme　les　bourreaux　qui　disent　a　un　condamn6：－Voici　trois

heures　et　demie　qui　sonnent．．．91）

これらがユゴーから来たのか，ヴィドックから来たのか，手元に後者を持たないのでにわかに

は断じられないが，いわばヴィドックをはさんで，未来のヴォートランの作家が未来のジャン・

ヴァルジャンの作家と対立する有様を早くも読み取ることはできるだろう。ユゴーの小説が彼の

いかなる内面に由来する恐怖のファンタスムであるかは問わないとすれば，1832年に彼が付けた

『序文』がはっきり述べるように，理性の上では彼は正義と博愛を信じて書いている。だが「隠

れた罪」や「無力な人間正義92》」といった観念に囚われ続けるバルザックには博愛主義（philan一

thropie）は噴飯物でしかありえない。現に『あら皮』においては死刑廃絶は黄金に埋った銀行家

に稗益するだけである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’|Les　avez－vous　assassin6sP．．．　lui　demanda　Emile．

一La　con丘scation　et　la　peine　de　mort　sont　abolies＿r6pondit　le　banquier93）．

自分の未来は「施療院94》」だと言ってのけ，「心に死を抱いて快楽という刑に処せられた94）」恐

るべきアッキリーナや，自殺めあての放蕩のため次々と手形を切り，自殺したところで死亡記事

は新聞記者によって「宴会の歓楽と踊り子の微笑のあいまに95）」書き上げられると知っているラフ
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アエルは，後に「社会契約への深い幻滅96）」を宣言するヴォートランとともに，バルザックがヴィ

ドックの『回想録』の，刑罰的部分より犯罪的部分に強く惹かれただろうことを想定させよう。

ところでユゴーが本当にバルザックの念頭にあったのだろうか。確かなことは，『あら皮』に次の

ような会話が含まれていたことである。

一Lamartine　restera！．．．

一Ah！Scribe，　Monsieur，　a　bien　de　Pesprit＿

一Et　Victor　HugoP＿

一C’est　un　grand　homme！＿n’en　parlons　plus！＿97｝

『両世界評論』はこの部分を含む抜粋を事前発表した時，わざわざここにこれは酒席での

自由な発言である旨の脚註を付けた98｝。

大宴会ではまたこんな言葉も飛ばされている。

一［＿］Aussi，　je　donnerais　tous　les　discours　prononc6s　a　la　tribune　depuis　quarante

ans　pour　une　truite，　pour　un　conte　de　Perrault　ou　une　croquade　de　Charlet＿99）

シャルレは流行の挿絵画家である。ペローの童話は当時ロマン主義者たちを魅惑し，1826

年にコラン・ド・プランシー（Collin　de　Plancy）によってペローの著作集の中で新版が出さ

れたΣoo》。シャルル・ノディエは1830年11月の『パり評論』に，一たまたまそれは『サラジ

一ヌ』の第2部の直前に掲載されているが一，D〃海η嬬勿粥侃1魏6剛〃76と題するエッ

セーを寄せ，博引考証，古代以来の幻想文学の歴史を綴り，ペローを激賞した1°1｝。バルザッ

クも1830年5月の『ラ・モード』に載せた『アデュー』，11月の『ラ・カリカチュール』に載

せた『ナポレオン最後の閲兵式』で「ねむりひめ1°2）」に触れている。『アデュー』における記

憶を喪失して森に住むジュリー（後にステファニー）の物語はペローの童話を確かに想起さ

せるだろう。ところで『あら皮』のポーリーヌが「ろばの皮」（Peau　d’Ane）だと言ったら人

は驚くだろうか。ある意味でこれは『あら皮』の起源に関わることなので，文献を博捜して

先人たちの証言を収集すべきであるが，私たちはここでは単に一つの推理を行うだけにしよ

う。

前述のように，もしフェードラがアンチ・ヒロインにすぎないとしたら，ヒロインはボー

リーヌしかいない。このことはポーリーヌの役割をもっと真剣に考えるべきことを示唆しよ

う。『あら皮』のフィナーレでラファエルは残った最後の生をポーリーヌへの欲情として使い
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果たすことで息絶える。男の屍の上に踵ったままポーリーヌは口走る。

一Il　est　a　moi！．．．　je　l’ai　tu6！＿Ne　l’avais－je　pas　pr6ditP＿

Pauline　riait，　et　ses　yeux　6taient　secslo3）．

事実，以前に彼女は言っていた。

一Vous　6pouserez　une　femme　richeP＿dit－elle．　Mais　elle　vous　donnera　bien　du

chagrin．．．－Ah！Dieu！elle　vous　tuera．．．　J’en　suis　sOrelo4）．

予言はポーリーヌ自身がラファエルを殺すという形で実現している。バルベリスもシトロンも

この事実認定では一致している1°5》。ジュール・ジャナンが『あら皮』発売直後に『アルチスト』

に書評1°6）を書いた。彼にとってこの「地獄の書」《livre　infernal》の眼目は「幸福」がラファエル

を殺すことに存したが，彼はフェードラには目もくれず，引用したのは眠るポーリーヌであり，

ラファエルの屍の上で叫ぶポーリーヌであった。センセーショナルな記事を書こうとして『あら

皮』に愛の具象的・肉体的例を探そうとすると，そこにはポーリーヌしかいなかったのである。
●　　　●　　　●　　　●

あえて逆説的「予言」という形で伏線を張ったからには，バルザックには当初から，非情なフェ

一ドラではなく可憐なポーリーヌがラファエルを殺すということがプランとしてあったにちがい

ない。とすれば，次のパラグラフはより注意を払われてしかるべきものではないだろうか。

Quand　je　rentrais，　je　Ia　trouvais　chez　moi　dans　la　toilette　la　plus　modeste，　mais　au

moindre　mouvement　qu’elle　falsait，　sa　taille　616gante　et　souple，　les　attraits　de　sa　personne

se　r6v61aient　sous　r6toffe　grossi色re　dont　elle　6tait　vetue．　Elle　avait　un　pied　mignon　dans

d’ignobles　souliers．　C’6tait　rh6roine　du　conte　de　Peau・d’Ane，　une　reine　en　esclavagelo7）．

「奴隷状態の女王」という部分は後に消されるとしても，『ろばの皮』の言及は初版からずっと

後々の版まで存続している。ところでバルザックが『ろばの皮』をペローのどの版で読んだか決

める材料は私たちにはないが，もしそれがコラン・ド・プランシーの版であれば大層興味深いこ

とになる。Wayne　Connerの指摘によると1°8），ヴォートランの本名ジャック・コランは，『地獄

の辞典』（1818年）の著者でもあるこのプランシー出身のJacques・Albin・Simon　Collinにその名の

由来を持つという。ただしあくまで推定であり，P．－G，カステックスはこれについて慎重な態度を

示している1°9）。私たちはある偶然生じたメトニミックな関係だけを記憶しておいて，以下では『ろ

ばの皮』そのものを新たな光源としてポーリーヌを読み直してみよう。
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ポーリーヌはルソーがパリで住んだというコルディエ街のホテル・サン＝カンタンにいて，ラ

ファエルに身の上を語る。彼女はナポレオンの妹ポーリーヌ・ボルゲーズ王女の名付け子で，父

は近衛隊の榔弾騎兵部隊の隊長だったが，ベレジナで囚われ行方知れずになる。後に父は巨万の

富とともに帰還し，ポーリーヌはサン＝ラザール街に邸を持つ男爵家の相続人となるが，それま

では彩色仕事に精を出す貧しい少女の境遇にある。これは父に結婚を迫られたため城を逃亡して

農家のはした女に身を落した，「ろばの皮」を着た王女11°）と同じような運命である。「奴隷状態に

置かれた女王」は，「奴隷」である間はラファエルの愛の対象にならない。彼はポーリーヌを「妹」

のようにかわいく思う。だが愛せない。

Puis，　j’avoue　a　ma　honte　que　je　ne　congois　pas　Pamour　dans　la　mis6re．［＿］une

femme，　fOt－elle　aussi　ravissante　que　la　belle　H61δne，　la　Galath6e，　d’Hom6re，　n’a　plus

aucun　pouvoir　sur　mes　sens，　si　peu　qu’elle　soit　crott6e．　Ah！vive　l’amour　dans　la　soie，　sur

1e　cachemire，　entour6　des　merveilles　du　luxe，［＿］111）．

「ろばの皮」も垢にまみれているため，その姿では王子の愛の対象にはなりえないが，「太陽の

至純の輝きにも等しい素晴らしい服」を着て初めて王子の心を捕えるのである。同様に，ラファ

エルの心に火がつくのは，ポーリーヌがテアトル・イタリアンのボックス席にドレスを着て登場

した時である。ラファエルは言っていた。

En　France，　heureusement　pour　moi，　nous　sommes　depuis　vingt　ans　sans　reine，　car

」’eusSe　aim61a　reine112）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

|ーリーヌはテアトル・イタリアンで「女王」になったのである。ところで，『ろばの皮』は『サ

ンドリヨン』などと共に一つの「作品群」《cycle》を成していたらしい113）。興味深いのは，『あら

皮』においても再三度《soulier》や《pantoune》が言及されていることである。

Aussi，　que　de　fois　j’ai　vetu　de　satin　les　pieds　mignons　de　Pauline；［＿］114）．

［＿］sa　Pauline　envelopp6e　d’un　long　peignoir　qui　la　lui　voilait　imparfaitement，　et，1es

cheveux　en　d6sordre，　et　montrant　un　petit　pied　blanc　vein6　de　bleu　dans　une　pantoufle　de

VelOUrS　nOir115）．

Un　rayon　de　soleil　venait　meme　mourir　sur　le　mo16dredon　de　soie　jaune　que　les　leux

36



ラファエル・ド・ヴァランタンの病

de　l’amour　avaient　jet6　par　terre．　Suspendue　a　une　grande　psych6，1a　robe　de　Pauline　se

dessinait　comme　une　vaporeuse　apparition；et，　au・dessous，　ses　jolis　soul五ers　de　satin

avaient　6t6　jet6S　aVeC　n6gligenCe．．．116）．

王女の，あるいは女王のポーリーヌは「儒子の靴」，「ビロードのパントゥフル」を履く。これ

はまるで約束事みたいに見える。ずっと後のこと（1841年）だが，バルザックは『カトリーヌ・

ド・メディシスについて』の第1章「カルヴァン派の殉教者」の冒頭で毛皮を論じて，わざわざ

「サンドリヨン」の「ガラスのパントゥフル」に触れ，verreをvairだと説明して117），リトレの

辞書とともに研究史に残る失敗を犯すことになった。これは私たちの議論と関係のないことか。

「サンドリョン」が「パントゥフル」を残して王宮を去ったように，カトリーヌ・レスコーは「裸

の足118）」だけ残して画布から消えている。靴にとっての足は帽子にとっての頭でないか。バルザ

ックの『サンドリヨン』への関心は『ろばの皮』への関心と同時であるにちがいない。

最後に「ろばの皮」と「あら皮」の関連に触れておこう。『あら皮』の誕生は不明である。最初

は「幻想的コント」として思いつかれ，それから長編小説に変貌したが，出発点にあった「護符」

《talisman》の存在は消えず，したがって，『あら皮』から幻想の要素を払拭することはやはりで

きないだろう。「護符」という発想はどこから来たか。『不老長寿の霊液』の「霊液」はその文学

上の起源119）が明らかにされている。私たちは「あら皮」という「護符」については，これはすで

に言われているかもしれないが，『パリ評論』XIX巻（1830年10月）の冒頭（pp．5・12）に掲載さ

れたL6sL勿朋4θsm〃励ηθs（The　Extractorからの転載）に興味を抱く。なぜならそれは三っ

の「護符」と性悪な女によるミスティフィケーションの話であるとともに，エピグラフにラ・フ

オンテーヌの『寓話』（1㌦∂‘6s，　VIII，4）から採った次の文句が掲げられているからである。

Si髭α〃－4γ1η6〃z修如露cont6，

J’yprendrais　un　plaisir　extrδme．

この題材とドジ・ジュアンの挿話から，サミュエル＝アンリ・ベルトゥーが後に回想したよう

な「コント12・）」をバルザックは作ったのではないか。彼は「ろばの皮」を「護符」にし，「ろばの

皮」（Peau　d’Ane）と似た響きの名の少女「ポーリーヌ」（Pauline）を作ったのだろう。ラファェ

ルはウルビーノのラファエルのように女性への欲望がもとで死ぬ。ラファエルを殺すのは，最終

的に，「ろばの皮」，すなわちボーり一ヌではなくてはならない。「ろばの皮」はその両義性によっ

て，文字通りの「皮」としては「あら皮」に，メトニミーによる「王女」としてはポーリーヌに

なった。これが私たちの推理である。
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109）　P．・G．Castex，　son　6d．　du欝名600疹o’，　Garnier，　p．187，　note　1．

110）　　Cf．　Charles　Perrault，五6s　Coη’θs，　Garnier，1967，　pp．57・75．

111）　乙α施απ4θ61㎎γゴη，p．139；P乙，　X，　p．142．

112）　乃鼠，p．140；P∠，　X，　p，143．

113）　Marc　Soriano，　oρ．6鉱，　p．114．

114）　五α1セαz6466加g万η，　p．141；P玖，　X，　p．143．

115）　乃鼠，p．278；P乙，　X，　p．235．

116）　乃鼠，p．305；」Pよ，　X，　p．253．

117）　S〃γG厩勿珈64θ〃64ゴ6ゑs，in　P乙，　XI，　p．207．　Marc　Soriano，　oρ．6鉱，　pp．41・42．

118）　L6　C乃44’α駕酩6ゴη60ηηκ，inP乙，X，p．436．

119）　Elisabeth　Teichmann，《Une　source　inconnue　de五E1㍑ゴ746♂oηgκ6漉de　Balzac》，in　1～LC，

1955．Bruce　Tolley，《The　Source　of　Balzac’s　E1鋤γ4θ♂oηgπθ漉》，in」？LC，1963．この種本の

中にValentinという名が登場するのは興味深い。

120）　Madeleine　Fargeaud，《Samuel－Henry　Berthoud》，in　AB，1962，　p．227．

略語
ノ1β　　　　：L協ηη6θδα々α6ゴ6ηη6．

R肌F　　：1～θθ〃64’H乞S’0ゴ761髭彪7厩名646如Fηη66．

RLC　　：R6微646　L魏6πz伽％6　Co〃zρα名吻．

RSH　　　こ1～ω％θ4召s　s6∫ω268s、磁㎜加θs．

一訂正

前号掲載の拙稿「『三十路女』の根源」の中で，「些事だが，ヴィクトル・デーグルモンはカリリアノ夫

人の愛人としてオーギュスティーヌの物語の結末に顔を見せてていた」（p．107）とした部分は，「ヴィク

トル・デーグルモン」が『私生活情景』初版においては単に「大佐」《le　colonel》とされていた（cf．　A．一

G．Can且eld，《Les　Personnages　reparaissants　dans加Co彿64ゴ6〃π脚勿θ，　Rl1LF，1934，　p．23）のが分

からなかったために，アナクロニスムの誤謬を犯していた。上記の部分の「顔を見せていた」を「顔を見

せるだろう」に謹んで訂正する。
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ラファエル・ド・ヴァランタンの病

（Euvres　romanesques　de　Balzac　parues　en　1830　et　183t★

Mois． Petits　Joumaux． Revues． Livres．

1830．1． EIy274μ80（ル1048）．

2． 伽εγμε4θTo配rα∫πθ（∫）．

3． E∫μ4848」他〃2η2θ（ル104θ）．

4． ∫c2ηε∫4ε1αり’θρ7’v6θ，

2vol，chez　Mame．＊＊

5． L85　Dε礁R6Vε∫（Mode）．

144’θμ（ルfo4θ）．

5．～9． Vill6giature　avec　Mme　de　Bemy　a　la　Grenadiεre　pres　de　Tours　et　composition　des　Dαα1Φη∫5，

qui　seront　inεditsjusqu’a　l917．

10． Z670（∫）． L，E1ごX∫74θ’0η8麗ev∫8（RP）．

乃μ∫（s）．

11． L’・4κ加V幻με（C）。 ∫α77α5’πε（R乃．

五ε5γo観η5（C）．

LαCoπ∫μ加だoη（C）．

L’OP如〃2（C）．

LαDεrη」27θRθv駕ε4εハ侮ρo’60π（C）．

C709μ’∫，　fragment　des　D8礁んηな（C）．

12。 加D飢∫84ε5μ877ε5（C）． ひηεPα∬めπ4βπ5」θ虎∫θπ（RP）．

Lαル10π4αη飢伽∫8，fragment　des　Dθ際

λ庸（C）．

L8　Dεrη’θr1＞ゆ0160η（0．

1831．1． Lθ∫Dε㍑κRεηCOη∫rε5（RP）．

2． LεR69砺3’∫∫0ηηα〃θ（RP）．

3． LθDo’8∫4θDεθμ（RP）．

4． 乙’Eψη∫〃zoμ4’∫（RDM）．

5． L8∫Pro3c廊（RP）．

Lθ∫μεc財ε4’μηρ02‘ε，fragment　de　Lα

P印μ48c加87加（RP），

6． UηεD6わ側chε，　fragment　de　Lα

Pθαμ48c加8伽（RDルf）．

Lαβ8〃ε1〃ψ6r如（RP）．

7． LθC乃44’αμy7ε加coηημ（L，ノ4rtiSte）．

8． L’ノ1撹わ878ε70㍑8ε（RP）． 乙αPεα麗48chα87’〃，

2vol，chez　Gosseiin．

9． LεRθπ4θz一γoμ5（RDルの． Ro〃2αη3αCoη∫ε∫

P痂10∫OP痂9郡ε∫，3vo1，

chez　Gosselin．＊＊＊

Abr6viation．
ル1048’Lαルfo4θ．＆Lα、∫’1んoπε惚．　α加αア∫cα∫配r8．　RP’Rθvκθ48　Pαrご∫．　RDルf’R8v麗ε4ε∫Dε砿κルfoπ4ε5．

＊　R6f6rence：1）J．A．　Ducourneau　et　R．　Pierrot，《Calendr童er　de　la　vie　de　Balzac》，　in、4B，1962；

2）R．ChoHet，　Bα’zαc／oμ7ηα1お’ε，　Krincksieck，1983．
＊＊ @T．1：Lαγ8η4θ∫∫α，Lε∫Dαπ9ε7∫4θ”∫ηcoη4μ’∫8，乙εβα’4θ・∫c8α礁．

T．2：Gloかθθ∫〃zα1ん8μ7，　Lα」Fセ〃2〃18　vεπμεμ56，　LαPα㍑伽〃26ηα88．

＊＊＊ s．1：LαP8釧48　c加8r’π．
T．2：LαPθαμ4εc加87’η（suite　et　fin），5αア7α5加ε，　LαCoη264’θ4配4如わ」ε，　E’y2r4μ80．

T．3：L’Eψη∫〃1αμ4髭，L’E1豆x〃4ε10ηg膨θレ∫θ，　Lθ5　P70∫c7鉱∫，」LεC〃44’αμv7θ’ηcoηη麗，　LεR6gμ観廊oπηα〃ε，　E如4θ

4θ1診〃1〃2ε，L85　Dθ砿どR2vε5，ノ65ω∫－C乃r競θη1叩α〃4r8，　L’E81むε．
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